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研究成果の概要（和文）：本研究は、幼児期の母子のスキンシップ頻度尺度の開発と、その関連要因を明らかに
することを目的とした。環境省「子どもの健康と環境に関する全国調査(エコチル調査)」の追加調査として、子
供が3.5～4歳の北海道ユニットセンター参加者に自記式質問票調査を実施し、因子分析を行った。結果4因子
「愛情表出的かかわり、文化的かかわり、アクティブなかかわり、見つめ合い」を抽出。このスキンシップスコ
ア４因子16項目(16-80点)を目的変数として、産後一ヶ月までのデータを説明変数とした重回帰分析を行った。
結果、出産歴、非妊時BMI、近しい人と連絡をとる頻度、相談できる親族や友人の数が、有意に関連していた。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to develop a mother-infant interaction frequency scale and 
to clarify its related factors. As an adjunct study of the Japan Environment and Children's Study, a
 self-administered questionnaire was conducted on the Hokkaido unit center participants whose 
children were 3.5 to 4 years old, and factor analysis was performed. As a result of the analysis, 
four factors were extracted: "affective physical contact, cultural interaction, active physical 
contact, staring". We performed multiple regression analyses using this mother-infant interaction 
scale (16-80 points) as the objective variable, and data up to one month after delivery as an 
explanatory variable. As a result, parity, BMI before pregnancy, frequency of contact with close 
people, and the number of friends/neighbors to whom she can talk freely were significantly 
associated with this scale.

研究分野：疫学、公衆衛生学、母子保健
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究から、母子のスキンシップ４因子「愛情表出的かかわり、文化的かかわり、アクティブなかかわり、見つ
め合い」が抽出され、3－４歳の母子のスキンシップ頻度を把握する手段として、新たな調査票が開発された。
また産後一ヶ月までの各要因のうち、出産歴、非妊時BMI、近しい人と連絡をとる頻度、相談できる親族や友人
の数が有意に関連していることが明らかになり、上に子供が多くいるほど、また母の体格が痩せているほどスキ
ンシップの頻度は減少し、連絡を取る頻度が多いほど、また相談できる親族友人の数が多いほどに、スキンシッ
プ頻度が増加する可能性が示唆された。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 親子のアタッチメント（愛着）形成は、次の世代を健全に育むために重要な意味を持つ。その
アタッチメント形成において、親子のスキンシップが大切な役割を果たしている。スキンシップ
がアタッチメント形成に影響するメカニズムは、オキシトシン神経系を中心とした研究にて明
らかになりつつある【Front Hum Neurosci.6:31,2012】。 
 
 オキシトシンは、脳下垂体後葉から分泌されるペプチドホルモンであり、古くは射乳作用や、
子宮収縮作用が知られる。しかし近年、母親の血清オキシトシン濃度が高いほど、母親は子ども
に対し質の高い養育行動をとる【Psychol Sci.18:965,2007】ことが報告された。またオキシトシ
ンによる他者を信頼する心理的効果も報告されている【Nature. 435:673,2005】。そして、その
オキシトシンの分泌を、親にも子にも促す作用が親子のスキンシップにあること
【Psychoneuroendocrinology.35:1133,2010、Horm Behav.58:669,2010】が、報告されている。 
 つまりスキンシップは、親子のオキシトシン分泌を同時に促すことで、親においてはより質の
高い養育行動を形成し、また子においても、将来的な質の高い養育行動の形成や、他者を信頼す
る人としての気質を形成する可能性が考えられている。 
 
  現在我々は、環境省「子どもの健康と環境に関する全国調査（以下、エコチル調査）」とい
う出生コホート研究における、北海道ユニットセンターを分担し研究を行っている。エコチル調
査は、全国 15ユニットで構成され、10万人の妊婦を対象とし、妊娠中から出産前後にかけての
母体環境要因が子どもの成長・発達に与える影響を明らかにすることを目的としている【BMC 
Public Health.14:25,2014】。本コホート研究においては、親子に関する多様なデータ収集が行
われているものの、親子のスキンシップ頻度に関する調査は盛り込まれていない。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、これらの背景と、現在我々が携わっているエコチル調査を活かし、エコチル調査
北海道ユニットセンターにすでに参加が得られている 8362 組の親子を対象として、（Ａ）3 歳
半〜４歳時点（当初３歳としていたが、研究の遅れに伴い変更した）における親子のスキンシッ
プ頻度の実態を明らかにすることを目的として調査を行う。次に、エコチル調査から得られてい
る各データと連結させ、（Ｂ）3 歳半〜４歳時点の親子のスキンシップ頻度に影響を及ぼす母体
要因、周産期的要因、出産後要因を明らかにすることを目的として研究を行った。 
 
３．研究の方法 
 （A）環境省「子どもの健康と環境に関する全国調査(エコチル調査)」における北海道ユニッ
トセンター（UC）参加者の内、子供が 3.5〜4 歳を迎えている保護者を対象として、先行研究を
基に作成した２４項目（５件法；1まったくしない〜5 いつもする）から 成る自記式質問表調査
を行った。得られた回答を基に探索的因子分析を行い、その信頼性を検証した。また、因子分析
から得られたスキンシップ頻度スコア４因子１６項目（１６−８０点）について、スキンシップ
頻度の実態に関する検討を行った。 
 
 （B）因子分析によって得られたスキンシップ頻度スコア１６項目（１６−８０点）を目的変数
として、またエコチル調査の妊娠中〜出産時および産後一ヶ月までに得られている周産期デー
タ（出産時年齢、出産歴、非妊時 BMI、喫煙、飲酒、妊娠方法、母学歴、高血圧合併、甲状腺機
能低下合併、妊娠時の気持ち、母 AQスコア、帝王切開歴、自然流産歴、妊娠高血圧症候群既往、
妊娠中の鉄剤使用、子宮内胎児発育遅延発症、妊娠高血圧症候群発症、早産、児の性別、生後授
乳タイミング、産後一ヶ月の授乳状況、エジンバラ産後うつスコア、近しい人と連絡を取る頻度、
相談できる親族や友人の数、近所の信頼、地域の治安、人は信頼できるか）を説明変数として、
重回帰分析を行った。有意確率は５％とし、統計解析は SPSS ver.23,24 を用いた。 
 
 なお本追加調査への同意は、質問票への回答をもって同意とした。また、本研究は、エコチル
調査における追加調査として環境省に承認され、旭川医科大学、北海道大学環境健康科学研究教
育センター、日本赤十字北海道看護大学の各倫理委員会における承認を経て実施された。 
 
４．研究成果 
  解析（A）；本調査は 2016 年 1月 27 日より開始、2019 年 6月 5日時点において 7,587 人に送
付、5,772 人より回答を得た（回収率 76.1％）。このうちデータ入力が終了し、エコチル調査北
海道 UCにおける出産時全固定データと連結させた 980 人の内、回答者が母親で、回答に欠損の
ない 951 人を因子分析の解析対象とした。 
 
 因子分析は、主因子法プロマックス回転により行い、固有値１以上の基準を設け、スクリープ
ロット（図 1）などから総合的に判断し、因子負荷 0.35 以上、共通性 0.16 以上の 4 因子 16 項
目を抽出した。累積寄与率は 46.0% であった。4因子は「愛情表出的かかわり」、「文化的かかわ
り」、「アクティブなかかわり」、「見つめ合い」と命名し、各因子における Cronbach α係数はα



＝0.66〜0.79、全体はα＝0.83 であった（表１.2、図２）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
        図１. スクリープロット 

 

   表２. 削除された８項目  

項目

子どもと一緒にご飯を食べる

子どもと一緒にお風呂に入る

子どもの身体を拭いてあげる

子どもの髪の毛をくしや手ぐしでとかす

子どもと一緒にテレビを見る

子どもに話しかけをする

子どもが寝るとき、添い寝や共寝をする

子どもと手をつなぐ　　

 
  表１. スキンシップ頻度に関する因子分析結果 

項目 第1因子 第2因子 第3因子 第4因子

１.愛情表出的かかわり (α = 0.79)
子どもをぎゅっと抱きしめる 0.87 -0.05 -0.06 0.03
子どもにほおずりやキスをする 0.86 -0.14 0.02 -0.05
子どもをひざの上にのせる 0.59 0.11 0.03 -0.07
子どもの頭をなでる 0.58 -0.01 -0.01 0.16
子どもの身体をさする・マッサージする 0.47 0.18 0.02 -0.01

2 .文化的かかわり (α = 0.74)
子どもに本を読んであげる -0.15 0.80 -0.05 0.04
子どもと一緒に玩具（おもちゃ）で遊ぶ 0.03 0.79 -0.07 -0.01

子どもが寝るとき、お話をする 0.02 0.48 -0.05 0.08
子どもに歌を歌ってあげる 0.14 0.47 0.10 -0.07
子どもと散歩に出かける -0.03 0.46 0.21 -0.06

3.アクティブなかかわり (α = 0.69)
子どもにたかいたかいをする -0.04 -0.08 0.90 0.04
子どもの手を持って、でんぐり返しをさせる -0.07 -0.02 0.60 0.06

子どもをおんぶする 0.15 0.06 0.41 -0.10
子どもとくすぐりっこをする 0.13 0.23 0.35 0.02

4. 見つめ合い (α = 0.66)
子どもと視線を合わせる -0.08 -0.03 0.07 0.81
子どもをみつめる 0.17 0.10 -0.04 0.62

Cronbach's α total = 0.83,　累積寄与率 = 46.0%

 

 図２. スキンシップスコア合計の分布 



 また重回帰分析においては、各説明変数に欠損のない 800 人を対象とし、強制投入法にて各説
明変数を解析した結果、スキンシップ頻度スコアに影響を与える要因として、出産歴（標準化係
数β＝-0.12）および、非妊時 BMI、近しい人と連絡をとる頻度、相談できる親族や友人の数（各
β＝0.08, 0.08, 0.12）において、それぞれ有意な関連を認めた（表３）。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【結論】今回開発した親子のスキンシップ頻度尺度の信頼性は概ね確保されていた。また、本研
究から、母子のスキンシップ４因子「愛情表出的かかわり、文化的かかわり、アクティブなかか
わり、見つめ合い」が抽出され、3－４歳の母子のスキンシップ頻度を把握する手段として、新
たな調査票が開発された。 
  
 また産後一ヶ月までの各要因のうち、出産歴、非妊時 BMI、近しい人と連絡をとる頻度、相談
できる親族や友人の数が有意に関連していることが明らかになり、上に子供が多くいるほど、ま
た母の体格が痩せているほどスキンシップの頻度は減少し、連絡を取る頻度が多いほど、また相
談できる親族友人の数が多いほどに、スキンシップ頻度が増加する可能性が示唆された。 
 
 スキンシップ頻度については、より多ければ良いのか、それとも一定の頻度を超えていれば好
ましい影響があるのか、それとも、特に子供の成長発達に好ましい影響はないのかなど、スキン
シップ頻度がその後の子供の成長発達に具体的にどのような影響があるのかについては、今後
もさらなる研究が必要と考えられた。 
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 表３. スキンシップ頻度に有意に影響を与える要因 

 

非標準化係数 B(95％CI) 標準化係数 β p value

出産歴 -1.25 (-2.12 to -0.39) -0.12 0.005

非妊時BMI 0.19 (0.02 to 0.37)   0.08 0.034

近しい人と連絡を取る頻度 0.52 (0.00 to 1.04)   0.08 0.048

相談できる親族や友人の数 1.83 (0.67 to 2.98)   0.12 0.002

BMI; Body Mass Index (kg/m2), CI; Confidence Interval
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